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萌気園老人ホーム「すみれ草」
施設長　飯塚　晶枝 教

え
て
く
だ
さ
い

南
魚
沼
の
郷
土
料
理
を

　

時
々
無
性
に
昔
の
味
が
食
べ
た

く
な
る
が
、
祖
母
が
作
っ
て
く
れ

た
よ
う
な
味
に
は
な
ら
な
い
。

　

ど
の
く
ら
い
前
に
な
る
だ
ろ
う

か
。
昔
の
味
は
今
受
け
継
が
な
け

れ
ば
今
後
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た

の
は
。

　

ヨ
モ
ギ
や
く
も
ち
、
か
ら
し
な

ま
す
、
煮
な
ま
す
、
ツ
ボ
（
昔
、

自
宅
で
の
冠
婚
葬
祭
の
際
に
賄
い

と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
煮
物
）

他
、
手
間
暇
を
か
け
た
昔
か
ら
の

味
が
今
習
わ
な
け
れ
ば
と
焦
り
が

あ
る
。

　

今
後
も
、
常
に
郷
土
料
理
を

作
っ
て
き
た
先
生
達
＝
利
用
者
さ

ん
と
の
会
話
の
中
で
、
昔
か
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
料
理
や
味
、
生

活
の
知
恵
や
術
を
習
い
、
自
分
の

知
識
に
で
き
た
ら…

。

　

一
緒
に
包
丁
を
持
っ
て
野
菜
の

切
り
方
、
微
妙
な
味
加
減
、
水
加

減
な
ど
を
、
秤
や
軽
量
ス
プ
ー
ン

が
な
く
て
も
身
体
や
口
が
覚
え
て

い
る
皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、

魚
沼
地
方
に
伝
わ
る
昔
か
ら
の
美

味
し
い
味
を
次
世
代
に
繋
げ
て
い

き
た
い
。

萌気園浦佐診療所　常勤医師
田邊  繁世 高

瀬
舟

　

皆
さ
ん
高
瀬
舟
と
い
う
小
説
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
１
９
１
６

年
に
森
鴎
外
に
て
発
表
さ
れ
た
短

編
小
説
で
す
。

　

物
語
の
舞
台
は
京
都
の
高
瀬

川
。
罪
人
を
遠
島
に
送
る
為
に
、

川
を
く
だ
っ
て
い
く
時
の
お
話
し

で
す
。

　

罪
人
に
は
病
気
を
患
っ
て
い
る

弟
が
い
ま
し
た
。
両
親
を
亡
く
し

た
二
人
は
生
活
が
困
窮
し
、
あ
る

日
、
弟
は
首
に
剃
刀
を
刺
し
自
殺

を
は
か
り
ま
す
が
、
死
に
き
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
に
ち
ょ
う
ど
兄
が

帰
っ
て
き
て
、
苦
し
ん
で
い
る
弟

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。
弟
は

兄
に
剃
刀
を
抜
き
、
苦
し
み
を

と
っ
て
く
れ
と
懇
願
し
ま
す
。
兄

は
苦
悩
の
末
、
弟
の
首
に
刺
さ
っ

て
い
る
剃
刀
を
抜
き
、
そ
の
後
弟

は
出
血
に
よ
り
死
に
至
り
ま
す
。

兄
は
弟
を
殺
し
た
罪
人
と
し
て
高

瀬
川
を
下
っ
て
い
く
と
い
う
お
話

し
で
す
。

　

こ
の
物
語
は
色
々
な
テ
ー
マ
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
ま
す
が
、
そ
の

中
の
一
つ
が
尊
厳
死
、
安
楽
死
の

問
題
で
す
。

　

１
０
０
年
以
上
前
に
森
鴎
外
に

よ
り
問
題
提
起
が
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
代
の
日
本
で
も
未
だ
に

色
々
な
論
議
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
中
に
行
っ
た
兄
の
行
動

は
実
際
は
慈
悲
殺
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
現
在
の
日
本
で
は
刑
法
に

咎
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
対
局
と
し
て
自
身
の
意
思
は

尊
重
、
保
護
さ
れ
る
傾
向
が
強

く
、
尊
厳
死
の
問
題
を
考
え
る
上

で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
い
ま

す
。

　

慈
悲
殺
が
正
し
い
か
、
そ
れ
と

も
罪
な
の
か
は
別
と
し
て
、
自
身

の
意
思
、
意
見
が
尊
重
さ
れ
る
現

在
、
自
分
が
受
け
た
い
治
療
、
受

け
た
く
な
い
治
療
、
仮
に
病
に
ふ

せ
た
時
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
も
し
っ
か
り
と
健

康
な
う
ち
に
意
思
表
明
を
し
て
お

く
の
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。

ツボツボ ツボ作りの様子ツボ作りの様子
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Dr . T. Kuro iwa

　（前号続き）在宅医を用意していた鉄砲で撃ち殺してしまった息子の非道さにマスコミも
読者もとらわれたと思います。確かに予想もしない残酷な行為を単純に擁護はできません。
しかし皆さん、この60代の男性の気持ちをどう思いますか。この息子さんは、特養に入っ
ていた親に毎日会いに行っていました。しかしコロナで会えなくなり、退所させました。ま
た「母が死ねば自分も死ぬつもりだった」と告白していたことを、言い逃れや虚言だと思え
ません。
　私は母を思う息子の気持ちも十分理解しなければならないと思います。息子は母が生きて

安心コラム「二人」で生きていること！

いることが、自分の生き甲斐であったことを否
定することはできません。むしろ二人で寄り添
いながら懸命に生きていることの大切さを想像
することはできます。
　この二人を介護する立場におかれたケアマネ
や医師や看護師がどこまで息子の気持ちを汲み
取っていたか。関係者での話し合いはどこまで
できていたのでしょうか。二人で生きることは
夫婦であれ、恋人同士であれ、どれだけ大切な
二人の世界であるかを改めて考えてほしいと思
います。人間が生きて行くことは小さなことで
あればあるほど大切なものになると思います。

　

ま
ん
が
「
黒
岩
卓
夫
一
代
記
」
は
連
載
、
第
一
部
・
第
二
部
を
８
０
回

で
一
段
落
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
作
画
は
私
の
末
娘
帆
姿
の
夫
で
、
日
本
で
最
初
の
ま
ん

が
科
（
大
学
）
を
卒
業
し
て
い
ま
す
。

　

｢

一
代
記｣

に
つ
い
で
、
第
三
部
は
私
が
書
い
た
本｢

和
解
あ
る
老
い
と

死｣

を
台
本
と
し
て
４
月
か
ら
始
め
ま
す
。
こ
の
本
は
森
鴎
外
の
お
孫
さ

ん
、
小
堀
鷗
一
郎
先
生
が
在
宅
医
療
を
始
め
る
に
あ
っ
て
「
バ
イ
ブ
ル
」

と
称
し
て
御
自
分
の
本
も
お
書
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
尊
厳
死
・
満
足
死
と
言
葉
が
一
人
歩
き
し
て
い
た
頃
、
１
０

０
％
尊
厳
が
守
ら
れ
た
り
、
満
足
は
あ
り
得
な
い
「
和
解
」
す
る
以
外
に

な
い
、
の
思
い
か
ら
書
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
〝
私
の
本
〞
が
や
っ
と
出
版
の
見
込
み
が
つ
き
ま
し
た
。
発
刊

は
秋
ま
で
に
は
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

黒
岩
卓
夫
一
代
記

　

私
の
半
生
を
描
い
て
い
ま

す
が
、
単
な
る
自
叙
伝
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
自
分

の
満
州
開
拓
団
か
ら
信
州
の

山
村
に
引
き
揚
げ
、
大
学
を

出
て
医
者
に
な
り
、
一
九
七

〇
年
（
昭
和
４
５
年
）
に
一

人
で
こ
の
豪
雪
・
魚
沼
に

や
っ
て
き
て
、
「
一
本
の
聴

診
器
と
樏
で
」
を
理
念
と
し

て
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

書
い
て
み
る
と
「
病
め
る

日
本
へ
の
生
涯
を
か
け
た
〝

カ
ル
テ
〞
は
語
る
」
の
よ
う

な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
読
ん
で
下
さ
い
。
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冬
と
関
係
が
深
い
の
は
、
特
に
腎
で
す
。
腎
は
、

私
た
ち
の
生
命
活
動
の
源
と
な
る
精
力
を
貯
蔵
し
、

全
身
に
活
力
を
与
え
る
器
官
で
す
。
中
医
学
（
中
国

医
学
の
一
つ
）
で
は
、
老
化
は
腎
機
能
の
衰
え
と
と

ら
え
ま
す
。
腎
は
、
西
洋
医
学
で
い
う
腎
の
み
な
ら

ず
、
成
長
・
発
育
・
生
殖
・
泌
尿
器
系
・
ホ
ル
モ
ン

系
も
含
む
生
命
活
動
の
基
盤
と
な
る
臓
器
で
す
。

　

精
と
は
、
私
た
ち
の
体
を
構
成
す
る
基
本
物
質

で
、
生
命
活
動
の
根
源
を
な
す
も
の
で
す
。
加
齢
と

と
も
に
、
腎
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
精
が
不
足
し

て
く
る
の
が
老
化
で
す
。
腎
の
精
力
が
弱
ま
る
と
、

頻
尿
、
足
腰
の
衰
え
、
精
力
の
減
退
、
脱
毛
、
耳
鳴

り
な
ど
様
々
な
老
化
現
象
が
現
れ
ま
す
。

　

腎
や
精
を
補
う
の
は
、
鹹
味
（
塩
気
）
の
あ
る
も

の
、
ま
た
は
黒
色
の
食
材
で
す
。
く
る
み
、
黒
ゴ

マ
、
黒
豆
、
黒
き
く
ら
げ
、
や
ま
い
も
な
ど
を
、
体

を
温
め
る
旬
の
食
材
と
併
せ
て
摂
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

　

た
だ
し
、
老
化
防
止
は
１
日
で
達
成
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
毎
日
少
し
づ
つ
で
も
習
慣

的
に
精
を
補
っ
て
、
老
化
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

冬
の
薬
膳
と
老
化
防
止

冬
の
薬
膳
と
老
化
防
止

導入　～ 味、味覚について ～ 導入　～ 味、味覚について ～ 

④④



ときのや薬局
薬剤師・不妊カウンセラー　金井　明子
ときのや薬局
薬剤師・不妊カウンセラー　金井　明子

桐鈴会
星野　尚雅
桐鈴会
星野　尚雅

!"

!-!

5)6789:#;<#=>

23#456789:;<=>?9<=@/2A:B<
PQRSKTUKVWKXKYKZK[\]^K_%`Kab

cbRd7cbKefKg

h7*RiKjkQKlKmno

!,!

! " !

!"#$%&'()&'
*+,-./01234
!567(89:;<2

!"# !$#

y\[ K\[
!AB75)C2D0

E/=FG
!"#$
%&'
()*+,
!-./$012
3425362
782
395:9
;<=5>1?
@2
ABCDEF
GH*
IJ=
KLMN
OPQR
OP4S=
TUV0WX
RY%%&&'()

-.#/01234

Z[\

!"]N
^_
CD
`a

bc !"#$%

k’n÷n◊x
)*

-./>?@
01

7

()>?@ABCDEF!GBHI
5JKLMNGOBP'6QR

LMNGOBST;U8.V8WXY
.Z%[\BP%R

de\fg3hijklmnopqrssopgtuvwx

ÿŸ⁄€$‹›
fifl…‡

V·‚V
òô$ö(
„›n‰ß

HIJKILKMNO

!*!

&'()*+,

　

第
７
回
薬
膳
の
会
で
は
、
新
規
で

参
加
者
が
多
く
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
今
後
も
、
興
味
を
持
っ
て
く
れ

る
方
が
増
え
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い

で
す
。

　

今
回
は
、
中
華
料
理
を
ベ
ー
ス
に

献
立
を
組
み
込
ん
で
み
ま
し
た
。
酢

豚
の
味
が
濃
か
っ
た
と
の
ご
意
見
を

も
ら
い
、
下
味
の
段
階
で
注
意
す
る

べ
き
だ
っ
た
こ
と
や
、
お
肉
メ
イ
ン

の
酢
豚
な
の
で
タ
レ
を
工
夫
す
る
な

ど
注
意
す
る
べ
き
だ
っ
た
反
省
点
が

多
く
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
精
進
い

た
し
ま
す
。

　

今
回
、
初
挑
戦
し
た
く
る
み
ゆ
べ

し
は
好
評
頂
け
て
何
よ
り
の
励
み
と

な
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
中
華
料
理

よ
り
和
食
を
ベ
ー
ス
に
献
立
を
作
成

し
た
ほ
う
が
良
さ
そ
う
で
す
ね
。

　

薬
膳
の
勉
強
も
励
み
つ
つ
、
次
回

の
会
で
は
今
ま
で
と
違
っ
た
催
し
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

くるみゆべしくるみゆべし

くらげとセロリの
和え物
くらげとセロリの
和え物

黒酢酢豚黒酢酢豚

中華風玉ねぎ
コーンスープ
中華風玉ねぎ
コーンスープ

中華おこわ風
炊き込みご飯
中華おこわ風
炊き込みご飯

自家製
ジンジャーエール
自家製
ジンジャーエール

【
献
立
】

「胃腸の力が健康の鍵」「胃腸の力が健康の鍵」
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安心コラム越後浦佐毘沙門堂裸押合大祭

　浦佐っ子の私にとっては、裸押し合い大祭は年に一
度の「ハレの日」。物心ついた時から、そのきらびやかな
屋台が楽しみでしょうがありませんでした。1200年の歴
史とか、征夷大将軍坂上田村麻呂の開闢とか、子どもに
は関係ありません。そして大和中学校にあがると押し合
いに強制参加させられました。体操着短パンとさらし
で、水行に押し合い。出るまではいやでいやでしょうがな
かったのに、やってみたら大興奮のトランス状態。この時
から、祭りは見るものではなく「やるもの」という認識に
変わりました。
　一方で、浦佐っ子は19歳から29歳の間、浦佐多聞青
年団としてこの祭りの運営に携わります。1200年の伝統
を背負い、ストイックに儀式を遂行し、それを後に引き
継ぐ神聖な役割です。高校卒業して上京した私は、この
青年団に関わっていません。浦佐っ子として青年団に入
らなかったことは人生の棘として胸に刺さっています。
　そんなトラウマもあり、大人になってからはこの祭り
の楽しさを一人でも多く体験してもらおうと毎年知り合
いの新聞社や広告会社の方々を県内外から招待してき
ました。そして、2年前にこちらにＵターンしてきてからは

同級生の青年団OB組織、大和會にも所属しています。
今年も新潟市から仲間が参加し、初参加も3名いまし
た。
　今年は自身の体調不良もありサポートに徹するつも
りでした。私は彼らを水行と本堂の押し合いに送り届け
ました。そして、彼らが裸のもみ合いに消えた瞬間、
「やっぱりおれもやろう」と。
　写真は、私が一人着替え、水行していくシーンを撮っ
ていただいたものです。いやー、やっぱり最高の祭りで
すね。もう来年が楽しみです。
　毘沙門堂から至近距離にある、もえぎ宿元ではカジ
カ酒がふるまわれ、参加者をがっつりサポートしてくれ
ます。仕切ってくれた職員のみなさん、ありがとうござい
ました。
　来年もたくさんの「参加」を楽しみにしています！！！

　萌気会の節分の様子です。
　各施設毎に、今年一年の無病息災を願いながら、寒さに
負けず元気に鬼を追い払っていました。

節分　各施設

萌気会　理事
黒岩　乙水

地蔵の湯地蔵の湯 たもんの郷たもんの郷 こども園こども園
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コム・ソフィ&ナース
小川　美幸さん

第5回　感染予防対策リーダー養成研修

最優秀賞受賞

　昨年6月より、感染予防対策リーダー養成研修に参加させていただきました。現場で活かせる感染予
防対策について、基本的な知識を学ぶことができたので、大変有意義な時間となりました。

すみれ草
榎本　育子さん
　想像以上の取り組みの成果を出すことができたのは、
何よりも職場の職員のたくさんの協力のおかげです。
また研修は長期に渡りましたが同じ事業所の小川さんと
参加出来たことはとても頼もしく心強くいることが出来ま
した。
　研修が終わる頃には研鑽し合ったグループのメン
バーの一人ひとりがとても愛おしく、この度もまた人とのつ
ながりの大切さを思い知らされた体験となりました。
　一人では何も完了することは出来ません。助けてくだ
さったたくさんの皆さんに心から感謝しています。
　今後も研修会で学んだ情報を現場で共有して活か
すことにより、すみれ草職員一同感染対策に励んで参
ります。

事務局介護部門担当
髙橋　由香さん

　入職したばかりでの研修参加であったため、約1年の
研修期間をやりきれるのかとても不安でしたが、同事業
所のスタッフや一緒に参加した榎本さんの協力もあり、
無事に終了する事が出来て良かったと思っています。
　今後も学んだ知識を職場で活かしながら、継続して
伝えて参りたいと思います。

　萌気会の介護事業所では、日頃から新型コロナウイルス感染症など様々な感染症に対する予防対
策や発症時の対応について計画的に研修を実施しています。今年度、5年ぶりに開催された南魚沼保
健所主催の標記研修にも参加をしました。
　この研修は、市内医療機関の感染症認定看護師を講師にお迎えし、高齢・障がい者施設の介護職
員を対象に1年間(全5回)実施され各事業所の感染対策強化の実践型研修です。
　2/15(木)地域振興局で行われた実践報告会で、萌気会有料老人ホーム「すみれ草」の1年間の取
組みが評価され参加施設31組中、最優秀賞を受賞しました。以下、参加者の報告です。
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萌気園グループホーム　「ふきのとう」
池田　愛

通所リハビリセンター浦佐

ご不要の未使用のバスタオルがありましたら、
ご寄付をお願いいたします。
萌気会介護事業部　025-777-5522　担当：桒原

寄付のお願い

　三寒四温と言われる時期となり、先日も気温が15度以上になり暖かさに喜んだかと思えば、厳しい寒さ
と視界を奪われるほどの吹雪に見舞われたりと、春の空模様の激しさを改めて思い知らされました。
　そんな春雪の晴れ間に、浦佐の毘沙門堂では裸押合い祭が開催されました。社の中は押合う人達とそ
れを励まし見守る人達の熱気に満ちていて、外国人の方も多く見られました。
　人種や宗教を問わず、その日のその場所に偶然居合わせた者同士が一つになって地域の行事に参加
し大いに楽しんでいる様子が、とても素晴らしいことに感じました。
　雪の降る日がまだあるようです。防寒対策をして体調に気を付けてお過ごしください。今月号も最後ま
でお読みいただきありがとうございました。

　旧越路町生まれ、100歳の丸山禅吉さんです。
　ロシアに抑留されていた時は、三波春夫さんと一緒に厨房担当で食べ物には困らなかったとのことで
す。日本に帰ってきた時は、あまりやせてなくみんなにたまげられたと話されていました。
　頭を使うこと、体を動かすことが大好きな丸山さん。今は卓球を一生懸命されています。

ふ み
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。
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匂
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良
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